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1. はじめに 

私たち、会津大学短期大学部れっつ！ミンナとは、会津大学短期大学部産業情報学科経営情報コー

ス青木研究室 2 年生の 6 名（大川楓、加藤沙希、佐藤佳奈子、永野麻美子、馬場真由、和田珠希）で構

成されている。なお、次年度以降事業を引き継ぐ青木研究室 1 年生の 6 名も 2 年生のサポート役として活

動を行った。湊地区内で発足した地域活性化協議会の皆様や湊地区在住の若者の方々に協力をしてい

ただきながら住民アンケート調査や地域資源ヒアリングおよびフィールド調査、地区文化祭への参加などを

行った。 

アンケート調査の報告会・ワークショップを行う際にもおにぎりや豚汁、漬物等をふるまってくださり、和

やかな雰囲気で報告会を行うことができた。お話の中では、湊地区の歴史や資源等について丁寧に熱く

語ってくださった。今後は湊地区の美しい景色と共にこのような住民の方々を PR してきたいと思った。 

 

 

れっつ！ミンナと構成メンバー（50 音順） 

・大川楓 

・加藤沙希 

・佐藤佳奈子 

・永野麻美子 

・馬場真由（代表） 

・和田珠希 
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2. 湊地区の概要・現状 

 湊地区について 

湊地区は、中心市街地までに山を一つ越え、車で約 30 分かかる場所に位置している。また、水稲・大

豆などの栽培が盛んな農業地帯で、集落営農の組織化が進んでいる。農産物をいかしたグリーンツーリズ

ムや、夏は湖水客でにぎわう猪苗代湖、天然記念物である赤井谷地などの地域資源も豊富である。 

 

 

 湊地区の概要 

 土地面積（H２５）：46,023 ㎡ 

 人口（H２６)：1,948 人 

 ・20 歳未満：267 人 

 ・20-39 歳女性：132 人 

 世帯数(H２６)：649 世帯 

 高齢化率（H26）：38.2％ 

 会津若松市に編入合併した昭和 30 年当時から、人工は半分以下まで減少しており、高齢化と若年世代

の減少が急速に進んでいる。それに伴い、基幹産業である農業の後継者不足や、コミュニティーの活力衰

退が問題視されている。湊地区は１6 の集落で形成されており、土地面積も広い。そのため人口は一見多

いように思えるが、人口減少や、高齢化が深刻な状況である。また、地域に病院がないことや、公共交通

路線が利用しづらいなどの問題もある。 
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 湊地区の現状 

湊地区は県内有数の豪雪地帯である。住民からは、「除雪ができなくなると住めない」、「年金暮らしでの

暖房費は高負担である」、「冬期間は、豪雪と強風で車が通行できない状態があり不安」といった意見が出

されている。また、人口減少の影響を受け、小学校が統合するなどしている。さらに、地区内の商店はコン

ビニたった１軒のみである。 

 

湊地区の冬の様子 

 

廃校になった原小学校 
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廃業になった自転車屋さん 

 

3. 活動スケジュール 

7 月 4 日 顔合わせ 

8 月 20 日 住民アンケート調査打合せ 

        調査期間 9 月 1 日～9 月 12 日 

        回答数 321 世帯 

 9 月 15 日 第１回資源調査 

10 月 24 日 第２回資源調査（文化祭参加） 

10 月 29 日 ワークショップ研修会 

11 月 28 日 湊地区まちづくり調査報告会＆ワークショップ 

12 月 19 日 第３回資源調査 

湊地区まちづくり調査報告会＆ワークショップの様子          顔合わせの様子 
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4. 資源調査 

 第 1 回資源調査 

実施日：2015 年 9 月 15 日 

目的：フィールド調査 

方法：湊町ガイドマップをもとに車、徒歩で湊地区を周る 

 

第 1 回資源調査では、湊町ガイドマップをもとに車、徒歩で湊地区を周るフィールド調査を行った。目的

は住民の方が普段何でもないと思っているものなど、大学生の視点から湊の宝を発見するためである。 

第 1 回資源調査を通し、湊がいかに資源にあふれているかということを感じた。自然・歴史・文化など

様々なカテゴリの資源を発見した。 

一方、問題点も発見した。それは、湊地区には「湊町ガイドブック」という立派なマップがあるにもかかわ

らず、道に目印となるものが少ないため、目的地にたどり着くことが非常に困難ということである。 
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湊町ガイドブック 

 

 第 2 回資源調査 

実施日：2015 年 10 月 24 日 

目的：ヒアリング調査、フィールド調査、湊地区文化祭への参加 

第 2 回資源調査は、フィールド調査の追加調査に加えヒアリング調査を行い、湊地区の文化祭に参加

した。湊地区文化祭は、湊地区に住む子供からお年寄りまで幅広い世代が集う非常に活気のあるお祭り

であった。                           

 

                              盆踊りをする会津短大生 
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 第 3 回資源調査 

実施日：2015 年 12 月 19 日 

目的：湊地区の食に関する資源の発見 

                                  

 湊地区資源一覧（実地調査、湊町ガイドマップ、原地区アンケート調査より作成） 

お寺 

資源名 

福聚山 大満寺 

雲洞山 興泉寺 

崎川薬師堂 

照光寺 

 

旧跡 

資源名 

笹山港跡 

笹山原遺跡 

穴切の一里塚 

鵜ノ浦城遺跡 

館山供養碑 

地間坂遺跡 

五郎滝 

坊主山遺跡 

原宿場町跡 

田代浪滝 

高坂一里塚 

金山跡 

東田面供養碑 

岩倉山 石塔・塔婆 

恋ヶ崎 

 

神社 

資源名 

須佐乃男神社 

荒脛巾神社 

守屋神社 

不動明王清水 
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熊野神社 

白幡八幡神社 

大山祇神社 

愛宕神社 

鬼渡神社 

 

食べ物 

資源名 

とうふもち 

四季もち 

じゅうねんもち 

ぬたもち 

くるみもち 

干しもち 

凍みもち 

笹巻き 

角巻き 

やきもち 

こづゆ 

ざく煮 

くじら汁 

冬のカス煮 

芋から汁 

打ち豆を入れた味噌汁 

味噌かんぷら 

じゃがもち 

まんじゅうの天ぷら 

くじらかんぷら 

ふきいため 
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べた煮大根 

シソ味噌 

味噌豆 

きり漬け大根 

ぜんまい 

たらのめ 

山菜ごはん 

煮合い 

アカンボー 

あけび 

かりんとう 

やまぶどう 

そば 

ニシンの山椒漬け 

イナゴの佃煮 

いかにんじん 

 

 

景観 

資源名 

湊町の花 サギソウ 

ひまわり畑 

そば畑 

猪苗代湖の風景 

秋の黄葉紅葉 

ホタル 

水芭蕉 

雪景色 

 

 

 

 資源の詳細 

 これらの資源の中から、４つの資源を抜粋し、紹介する。 
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資源①不動明王清水 

 

その名のとおり清水の湧き出る神社である。私たちが資源調査を行った日は、とても暑かったが、不動

明王堂はそんな暑い日でもひんやりと神聖な空気が漂っている。清水のそばにはベンチも置いてあり、清

水の音の聞こえる癒しスポット兼パワースポットのような場所として利用できるのではないか。 

 

 

資源②そば畑 

湊の食の代表でもある蕎麦だが、そば畑は景観としても美しい上に食の面でも大きな魅力である。現段

階でも湊ではそば打ち体験などが行われているが、蕎麦畑と食を連動させて活用し、湊の食の代表として

さらに PR できるだろうと考えている。 
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資源③猪苗代湖 

 

湊イチの絶景である猪苗代湖。猪苗代湖は見る場所や季節によってまったく違う風景が楽しめる。秋に

は真っ青な空と湖、そして紅葉の赤がよりいっそう魅力的である。湖畔の道路は車の通りも少なく、ロードバ

イクのサイクリングに適していると考えている。資源調査当日も、ロードバイクに乗っている人が見られた。

話を聞いてみると、湊はロードバイクに適しているという声が聞かれた。また、湊でロードバイクに乗ってい

る人には、カップルや他地域から来たという人も見られた。 

 

 

 

資源④食文化 

 豆腐もち・蕎麦を使った料理などが有名な湊地区。豆腐もちは TV 番組などで取り上げられ注目が集ま

っている。「湊でしか食べられない」という希少価値のある食べ物を PR していくことができればと考えてい

る。 
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5. 住民アンケート調査 

期間：2015 年 9 月 1 日～12 日 

 

回答者：湊地区全戸を対象にした悉皆調査。ただし、回答者の年齢や性別に偏りの出ないよう、同一世帯

の中の高校生以上で、誕生日が最も 1 月生まれに近い人に依頼。 

 

配布方法：各集落の代表者の方に調査票の配布と回収を依頼。 

 

回答数：321 世帯 

 

調査項目：「あいべあ」という会津若松市の情報システムを活用し、地域活性化協議会の方と意見交換しな

がら設定した。 

 

【点数の計算方法】 

項目名 点数 

満足／重要 100 点 

やや満足／やや重要 66.6 点 

やや不満／あまり重要でない 33.3 点 

   不満／重要ではない 0 点 

 

「わからない」を選んだ人数については、上記表の 4 つの項目に按分処理をし、ふり分けた。上記の項目

を選んだ人数に点数を乗じて点数化する。 

 

【散布図の見方】 

アンケートの質問項目ごとの満足度と重要度を一枚の表にまとめた。縦軸が重要度、横軸に満足度をと

っており、重要度は 55 点から 95 点まで、満足度は 15 点から 65 点までの数字がとられている。評価につ

いては、散布図の右に位置するほど満足度が高く、上に位置するほど重要度が高い。重要度と満足度の

点数の平均は点線で表示されている。重要度については平均よりも上にあるものは平均よりも重要度が高

く、下にあるものは平均よりも重要度が低いことを表している。また、平均線よりも右にあるものは、平均より

満足度が高く、左にあるものは平均よりも満足度が低いことを表す。 

 

・領域 1：満足度が低いが、重要度が高いため、重要度改善が望まれる項目である。 

・領域 2：満足度が低く、重要度も低いため、ここに位置する項目は今後の推移を見ながら改善するかどう

かの判断をするべきである項目 

・領域 3：満足度が高く、重要度も高いため今後も満足度を重点的に維持することが望まれている項目。 

・領域 4：満足度が高いにも関わらず、重要度が低い領域である。このこうもくについては今後も満足度を

維持することが望まれている項目である。 

 

アンケート項目の「今後も湊地区に住み続けたいか」やそれに付随した自由記述により、湊地区住民の
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意向として若者の定住への関心が高いことがわかった。若者に対して具体的な年齢については調査でき

なかったが、本報告においては 30 代を区切りとし、全体の重要度・満足度分析とは別に、30 代以下の散

布図を作成した。 

 

 アンケート結果 
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17 
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6. 住民ワークショップ 

アンケート調査の結果をもとに、WS を行った。湊地区在住の若者と WS のための運営研修を実施し、本

番では地域の若者がグループワークの進行を務めた。また 34 名の住民が参加をし、その中には、地域活

動に参加しない住民の方も姿を見せてくれた。 
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これは WS の結果の一覧を一部抜粋したものである。 

今すぐ取り組めるもの 取り組みに時間がかかるもの じっくり取り組むもの 

1 班 
若者の定住 

イベントの催し（音楽フ

ェスなど） 
結婚して若者が増えるように 働く場所

食べ物でつる（とうふも

ちなど） 
買い物できる環境づくり ショッピングモール 

子育て環境 遊び場（居酒屋、カラオケな

ど） 
給料の良い会社 

家庭の絆（コミュニケー

ション） 
おしゃれなお店 高校の普及

若者が喜んで暮らせる

環境づくり 
医療機関  

  余暇を楽しめる場所  

  交通の便の改善  

２班 
若者の定住 

子育て世代の娯楽 正社員として働く場所 映画館

湊全体のイベント（花火

大会） 
出会いの場を作る 仕事

合コンイベント 買い物を近く 企業誘致

１人５人ずつ産む ヒカリ（インターネット） 安定した職業 

親が子に近くにいてと

言う 
在宅勤務 寒さを利用した製品作り

の工業誘致 

美人の奥さん 子供の遊び場 若松へのトンネル 

青年会に男女どちらも

参加できるようにする 
学習塾 公共交通機関の利便性 

飲み会・旅行など交流

の場 
医療関係 高速バス

交通機関に頼れない   四季のよさをアピール 

    冬場の道路
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  今すぐ取り組めるもの 取り組みに時間がかかるもの じっくり取り組むもの 

1 班 
公共交通 

バスを増やす 市などの公共団体がバスの増

便をする 
トンネルの開通 

農道の整備 主要道路以外のところにバス

を通す 
雪が減ること 

無料バス（老人だけでも） 公共交通の値段を下げる 水上交通 

無料送迎車 予約制バス モノレール 

雪かきをきれいにする 大きいタクシー 電車を通す 
  自宅の前まで来てくれるバス  

  道路の雪が解ける  

2 班 
買い物 

乗り合わせ 近所に店 肉や・豆腐屋・お惣

菜屋・魚屋さん欲し

い 
移動販売 電話で買い物 子供がお小遣いで

買い物に行ける場所 
宅配サービス 近所・歩ける距離の店 大型ショッピングセン

ター 
村でまとめて買い物 バス小型化・頻繁に  

宅配便を利用した人の運搬    
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7. 活性化のシナリオ 

1 年目の活動を終え、次年度以降の活性化のシナリオを考えた。湊地区が最終的に目指すのは「若者

の定住」である。湊の問題点は、「豊富な資源を生かしきれていないこと」と、「子供の教育機会の不足」の

2 点だと考えている。教育機会の不足はアンケート調査で子育て世代の意見として挙がったものである。 

これらの問題の解決のため、「交流拡大による魅力の向上」と「教育機会の拡大」を目指す。具体的に以

下の 3 つである。まず地域資源である景観や食文化を生かしたモニター体験、また教育機会の拡大のた

め会津短大生が中心となり湊の子供たちに対し学びの場を提供する。その内容には PR 講座なども含ま

れ、湊の魅力を PR する方法を学ぶ。 

 

 

 

 

 

 



22 
 

現在考えている、2 年目のプロジェクト案を紹介する。 

 PV で若者を呼び込む活動では湊地区のプロモーションビデオを撮影、編集し、Youtube などの動画

サイトに投稿して魅力を発信する。 

 

 湊の CM 作り活動では湊地区の子供達を対象に、映像作りや広告小学校のような PR について学べ

る講座を開催する。 
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 モニター体験では猪苗代湖周辺の絶景ポイントをサイクリングしたり、廃校を活用して湊地区の郷土料

理である「豆腐もち」作りをしたりと湊の魅力にふれる体験を通じて、湊ファンを増やす。 

 

8. おわりに 

私たちは、大学で経営学を中心とした学問を学んでおり、経営的視点から集落復興について考え

た。実践事業だけではなく、その事業を回していく組織のあり方についても議論をした。若者の人口流

出が著しい過疎地域の現状を踏まえながらも、まちづくりへ、若者を巻込むには、どうすればよいのか

等も考え、実態調査を行った。 

今回は、若者のワーキングチームを結成し、アンケート調査内容の検討や、ワークショップ運営勉強

会を通して共に活動をした。若者ワーキングチームの方々が、私たちの提案や意見に対して真剣に向

き合ってくださる姿や、活動のために予定を調整して参加してくださったことにとても感銘を受けた。若

者が少ないといえども、そこにいる若者の方々はとても、輝いていた。そのような方々がますます輝き、

さらに湊地区がさらに発展をしていけるよう、今後も貢献していきたい。 

 

9. 謝辞 

本活動をするにあたり、ご協力していただいた湊区長会会長の小檜山様をはじめ、湊地区地域活

性化協議会の皆様、湊地区公民館館長大竹様はじめ、職員の皆様、会津若松市地域づくり振興課の

渡部様、福島県企画調整部地域振興課の職員の方々へ深く感謝いたします。 

平成 27 年度 学生代表 

2 年 馬場真由 
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10. 参考資料 
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